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はじめに

旭川市教育委員会では，児童生徒の確かな学力の育成に向け「令和４年度旭川市確

かな学力育成プラン」を策定し，「学びを深める授業づくり」，「落ち着いた学級づく

り」及び「望ましい学習習慣づくり」の３つの指導の重点を示して，各学校において，

学力向上に向けた共通した取組を推進するよう努めております。

このような中，令和４年７月に，国から令和４年度全国学力・学習状況調査結果の

提供を受け，本調査の実施要領に示されている「調査の目的」及び「調査結果の取扱

いに関する配慮事項」などを踏まえ，この度，本市の結果を報告書として取りまとめ

ました。

本報告書は，教科では，「国語」，「算数・数学」，「理科」の領域等別や設問ごとの

正答や誤答の状況を把握し，成果と課題を明らかにするとともに，小中連携・一貫教

育の視点から，９年間で身に付けさせたい力を「９年間の視点」として示しておりま

す。児童生徒質問紙調査では，質問項目について，国立教育政策研究所の分類をもと

に，本市の３つの指導の重点ごとに整理し，回答状況や各教科の正答率と学習習慣・

生活習慣との相関関係について分析しております。

本調査において課題が見られた設問や，改善が必要と考えられる質問項目等につい

ては，各学校の指導や取組の一層の充実に向け，指導の重点「学びを深める授業づく

り」のキーワードである「ＩＣＴの活用による学習内容の確実な定着」に資するよう，

一人一台端末を活用した学習場面例を示すなどの改善を図りました。

また，課題となる設問については，児童生徒に確実な定着を図るため，授業等で活

用できる「旭川市学力向上学習プリント集」を別冊資料として作成しました。

各学校においては，「令和４年度旭川市確かな学力育成プラン」を踏まえるととも

に，本報告書及び，「旭川市学力向上プリント集」を十分に御活用いただき，児童生

徒の学力向上に向け，継続的な検証改善サイクルを確立していただくことを期待しま

す。

令和４年１１月

旭川市教育委員会教育長

野 﨑 幸 宏
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１ 調査の概要

(1) 調査の目的

○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の

学力や学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を

図るとともに，学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等

に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改

善サイクルを確立する。

(2) 調査の対象

○ 小学校第６学年及び中学校第３学年の児童生徒

(3) 調査事項及び手法

① 児童生徒に対する調査

ア 教科に関する調査

小学校：国語，算数，理科

中学校：国語，数学，理科

国語，算数・数学，理科は，それぞれ次の(ｱ)と(ｲ)を一体的に出題。

(ｱ)身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容

や，実生活において不可欠であり常に活用できるようになっている

ことが望ましい知識・技能など

(ｲ)知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決

のための構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する調査

② 学校に対する質問紙調査

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査

(4) 調査日

令和４年４月１９日（火）

(5) 調査に参加した学校数，児童・生徒数

校 種 学校数 児童・生徒数

小学校 ５１校 ２,０９７人

中学校 ２６校 ２,０５５人

※児童・生徒数は，教科に関する調査及び質問紙調査のうち，回収した解答（回答）

用紙が最も多かったもの
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２ 教科に関する調査結果の概要
(1) 小学校各教科
① 全教科領域別の状況

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出

※「」内の数は，対象問題数（領域等が重複する問題もあります）

② 各教科の正答数の状況
ア 正答数の分布 イ 正答数の少ない層の割合 ウ 正答数の多い層の割合

＜国語＞

0

＜算数＞

＜理科＞

※「正答数の少ない層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の少ない層（下位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。
※「正答数の多い層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の多い層（上位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。

③ 無解答率の状況

○ 国語については，無解答率が，全国より１．９

低く，北海道より2．１低い。

○ 算数については，無解答率が，全国より０．6

低く，北海道より１．３低い。

○ 理科については，無解答率が，全国より１．４

低く，北海道より１．３低い。

○ 国語の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる児童の割合は，北海道より３．１，全国より１．４少ない。正答

数の多い層【Ｂ】に含まれる児童の割合は，北海道より１．３多く，全国より１．１少ない。

○ 算数の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる児童の割合は，北海道より１．４少なく，全国より１．５多い。

正答数の多い層【B】に含まれる児童の割合は，北海道より２．３多く，全国より０．９少ない。

○ 理科の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる児童の割合は，北海道より４．３，全国より３．７少ない。正答

数の多い層【B】に含まれる児童の割合は，北海道より５．８多く，全国より５．１少ない。

【A】 【B】

【A】 【B】

「５」

「１」

「２」

「６」

「４」

「３」

「５」
６0.0

７0.0

８0.0

110.0

100.0

９0.0

全１３領域等のうち，国語の全ての

領域，算数の「数と計算」，「変化と関

係」，「データの活用」の３領域，理科

の全ての領域において全道を上回っ

ており，国語の「言葉の特徴や使い方

に関する事項」，「我が国の言語文化

に関する事項」の２領域，算数の「数

と計算」の１領域，理科の全ての領域

において全国を上回っている。算数

の「図形」の１領域において全道を下

回っており，国語の「話すこと・聞く

こと」，「書くこと」，「読むこと」の３

領域，算数の「図形」，「変化と関係」，

「データの活用」の３領域において

全国を下回っている。

【A】 【B】

「２」

「４」

「５」

「５」

【A】 【B】

【A】 【B】

「４」「４」

【A】 【B】
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(２) 中学校各教科
① 全教科領域別の状況

※（本市の平均正答率）÷（全国の平均正答率）×１００で算出

※「」内の数は，対象問題数（領域等が重複する問題もあります）

② 各教科の正答数の状況
ア 正答数の分布 イ 正答数の少ない層の割合 ウ 正答数の多い層の割合

＜国語＞

＜数学＞

＜理科＞

※「正答数の少ない層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の少ない層（下位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。
※「正答数の多い層」は，正答数を４つの階層に分けたうち，全国の「正答数の多い層（上位２５％）」と同じ範囲に含まれる児童の割合を表しています。

③ 無解答率の状況

全１４領域等のうち，国語の「言葉の特徴や

使い方に関する事項」，「情報の扱い方に関す
る事項」，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」
の４領域，数学の「数と式」，理科の「エネル

ギーを柱とする領域」，「粒子を柱とする領
域」の２領域において全道を上回っており，
国語の「言葉の特徴や使い方に関する事項」，

「話すこと・聞くこと」の２領域，理科の「エ
ネルギーを柱とする領域」，「粒子を柱とする
領域」の２領域において全国を上回ってい

る。国語の「我が国の言語文化に関する事
項」，「読むこと」の２領域，数学の「図形」，

「関数」，「データの活用」の３領域，理科の
「生命を柱とする領域」，「地球を柱とする領
域」の２領域において全道を下回っている。

国語の「情報の扱い方に関する事項」，「我が
国の言語文化に関する事項」，「書くこと」，
「読むこと」の４領域，数学の全ての領域，

理科の「生命を柱とする領域」，「地球を柱と
する領域」の２領域において全国を下回って
いる。

○ 国語については，無解答率が，全国より０．２

低く，北海道より０．７低い。

○ 数学については，無解答率が，全国より０．６

高く，北海道より１．０低い。

○ 理科については，無解答率が，全国と同じであ

り，北海道より０．３低い。

○ 国語の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる生徒の割合は，北海道より１．２，全国より0．５少ない。正答

数の多い層【Ｂ】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．９，全国より０．４多い。

○ 数学の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．５，全国より４．２多い。正答数

の多い層【B】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．３，全国より３．５少ない。

○ 理科の正答数の少ない層【Ａ】に含まれる生徒の割合は，北海道より１．０少なく，全国と同じである。正

答数の多い層【B】に含まれる生徒の割合は，北海道より０．６，全国より１．０少ない。

【A】

【A】

【B】

【B】 【A】 【B】

【A】 【B】

「６」

「６」

「６」

「３」

「５」

「１」

「３」

「１」110.0

100.0

９0.0

８0.0

７0.0

６0.0

【A】 【B】

「３」

「２」

「３」

「３」

「５」

「５」

【A】 【B】
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(３) 小学校国語 （全１４問）

◇相当数の児童ができている設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率

１一 話し言葉と書き言葉との違いを理解する【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔87.4〕

１三 必要なことを質問し，話し手が伝えたいことや自分が聞きたいことの中心を捉える【話すこと・聞くこと】〔84.6〕

３四 漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書く【我が国の言語文化に関する事項】

＜正答の条件＞ ・４と解答している。

３二 文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付ける【書くこと】

＜正答の条件＞ ・次の条件を満たして解答している。 ＜正答例＞
① 【文章２】のよさについて以下のことを書いている。

a 聞いたことや経験したことをもとにしていること。

b 最後の段落にがんばりたいことを具体的に書いていること。

c a，b 以外のこと。

② 【文章２】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ ６０字以上，１００字以内で書いている。

＜多く見られた誤答例＞
・条件②を満たしているが，条件①を満たしていない。

・まったく記述できていない（無解答）。 本課題の改善策については，Ｐ１０へ

◆課題の見られた設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率，〔無解答率〕は，高いことが課題

１四 互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い，自分の考えをまとめる【話すこと・聞くこと】〔47.4〕

２二 人物像や物語の全体像を具体的に想像する【読むこと】〔67.3〕〔無解答率：10.5〕

３二 文章に対する感想や意見を伝え合い，自分の文章のよいところを見付ける【書くこと】

＜小学校で身に付けさせたい力＞

・文章全体の構成や展開が明確に

なっているかなど，文章に対す

る感想や意見を伝え合い，自分

の文章のよいところを見付ける

力（小５，６）

＜中学校へのつながり＞

・根拠の明確さなどについて，読み

手からの助言などを踏まえ，自

分の文章のよい点や改善点を見

いだすこと（中１）

９年間の視点

正答率
35.7％

島谷さんは，「六年生としてがんばりたいこと」を

手紙で伝えたいと思い，（一）を書きました。そして，

相手の読みやすさを考えて（二）のように書き直しま

した。島谷さんが書き直すときに気をつけた内容と

して最も適切なものを，あとの１から４までの中か

ら一つ選んで，その番号を書きましょう。

＜無解答率＞

・１１.７％

わたしの文章のよさは，今年がんばりたいことを伝えるために，南さんの

話や，さいばい委員会の活動で反省したことを書いたり，運動委員として進

めたい新たな活動を，最後のだん落に具体的に書いたりしたところです。

＜条件＞

○ 【文章２】のよさを書くこと。

○ 【文章２】から言葉や文を取り上

げて書くこと。

○ ６０字以上，１００字以内にまと

めて書くこと。

島谷さんは，川口さん
と【文章２】を読み合い，
感想を伝え合いました。
次の【伝え合いの様子の
一部】をよく読み，あとの
問いに答えましょう。

１ とめやはねの書き方

２ 文字の大きさ

３ 文字と文字との間

４ 行の中心

３四 漢字や仮名の大きさ，配列に注意して書く【我が国の言語文化に関する事項】
正答率
83.0％

（問い）島谷さんは，川
口さんと伝え合ったこ
とをもとに，自分の文章
のよさをふり返り，書く
ことにしました。あなた
が島谷さんなら，どのよ
うなよさを書きますか。
次の条件に合わせて書
きましょう。

【伝え合いの様子の一部】

わたしの文章のよさは，自分の経験をもとに書いたところです。五年生の

時のさいばい委員会での自分の活動をもとに六年生で取り組みたいことを

書くことで，がんばりたいという思いを伝えることができました。



- 5 -

(４) 中学校国語 （全１４問）

◇相当数の生徒ができている設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率

２一 助動詞の働きについて理解し，目的に応じて使う 【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔82.5〕

２二①② 文脈に即して漢字を正しく書く（のぞく）（よろこんで）【漢字】〔80.5〕〔80.7〕

３二 事象や行為，心情を表す語句について理解する【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔83.0〕

４二 漢字の行書の読みやすい書き方について理解する【我が国の言語文化に関する事項】

４三 漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解する【我が国の言語文化に関する事項】〔80.1〕

＜正答の条件＞ ・４と解答している。

１三 自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す

【言葉の特徴や使い方に関する事項】

＜正答の条件＞ ・次の条件を満たして解答している。 ＜正答例＞

本課題の改善策については，Ｐ１２へ

◆課題の見られた設問 ※〔 〕は，本市の平均正答率，〔無解答率〕は，高いことが課題

１三 自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫して話す【言葉の特徴や使い方に関する事項】

２三 自分の考えが伝わる文章になるように，根拠を明確にして書く【書くこと】〔46.2〕

３一 表現の技法について理解する【言葉の特徴や使い方に関する事項】〔56.5〕

３四 場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈する【読むこと】〔72.4〕〔無解答率：14.3〕

４一 行書の特徴を理解する【我が国の言語文化に関する事項】〔37.4〕

＜小学校からのつながり＞

・資料を活用するなどして，自分

の考えが伝わるように表現を工

夫すること（小５，６）

＜中学校で身に付けさせたい力＞

・相手の反応を踏まえながら，自分

の考えが分かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫する力（中１）

９年間の視点

正答率
52.5％

【最初に書いた文字】について，

青山さんは「漢字のバランスが

悪い」と述べていますが，その具

体的な内容として最も適切なも

のを，次の１から４までの中か

ら一つ選びなさい。

＜無解答率＞

・１４．７％

「オンラインであっても，相手が話したことに相づちを打

ったり，相手の話を受けてさらに質問をしたりするように意

識することが大事だったのです。」という部分が一番伝えたい

ことなので，他の部分よりも大きく話す。

＜条件１＞

【川口さんのスピーチ】のどの部分をどのように工夫して

話すのかについて，言葉の抑揚や強弱，間の取り方などに

着目して具体的に書くこと

＜条件２＞

条件1のように話す意図を書くこと

【二人の会話の一部】に――線部③「他の部分も話
し方を工夫してみます。」とありますが，あなたならど
の部分をどのように工夫して話しますか。次の条件１
と条件２にしたがって書きなさい。
なお，読み返して文章を直したいときは，二本線で

消したり行間に書き加えたりしてもかまいません。

１ 画数の多い「夢」が他の文字より小さい。

２ 画数の少ない「希」が他の文字より大きい。

３ 「望」について部首と他の部分が離れすぎて

いる。

４ 「希」と「望」について行の中心がずれている。

私は，自分が一番伝えたいことに着目してもらうために，

「この言葉を聞いてはっとしました。」のあとに少し間を取り

ます。

４二 漢字の行書の読みやすい書き方について理解する【我が国の言語文化に関する事項】 正答率
89.3％

① 【川口さんのスピーチ】の中から，「オンラインで離れた場所にいる人と会話を

すること」という部分以外を具体的に取り上げて書いている。

② ①で取り上げた部分をどのように工夫して話すのかについて，以下の a，bの両方又

はいずれかに着目して具体的に書いている。

a 言葉の抑揚や強弱，間の取り方など音声での表現の仕方に着目した工夫。

b 視線の方向など，a 以外の話し方の工夫。

③ ②のように話す意図を書いている。

＜多く見られた誤答例＞
・条件②，③を満たしているが，条件①を満たしていない。

・条件①，②を満たしているが，条件③を満たしていない。

・まったく記述できていない（無解答）。



-６-

(５) 小学校算数 （全１６問）

◇相当数の児童ができている設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

１(1) 1050×4を計算する【数と計算】〔93.1〕

４(2) 長方形のプログラムについて，向かい合う辺の長さを書く【図形】

４(2) 長方形のプログラムについて，向かい合う辺の長さを書く【図形】

２(4) 果汁が30％含まれている飲み物に果汁が180mL 入っているときの，飲み物の量の求め方と答えを書く【変化と関係】

◆課題の見られた設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

２(3) 果汁が含まれている飲み物の量を半分にしたときの，果汁の割合について正しいものを選ぶ【変化と関係】〔22.2〕

２(4) 果汁が30％含まれている飲み物に果汁が180mL入っているときの，飲み物の量の求め方と答えを書く【変化と関係】

４(4) 示されたプログラムでかくことができる図形を選ぶ【図形】〔52.4〕

＜小学校で身に付けさせたい力＞

・問題場面の数量の関係

に着目し，基準量，比

較量，割合の関係や，

伴って変わる２つの数

量の関係について考察

する力（小６）

＜中学校へのつながり＞

・具体的に事象を考察す

ることを通して，関数

関係を見いだし考察し

表現する力（中１）

９年間の視点

正答率
82.7％

正答率
42.8％

＜正答の条件＞

・○ア ３と解答している，○イ ５と解答している。

＜正答の条件＞
次の①，②全てを書き，答えを600と書いている。

① 180mLが 30mLの６倍であることを求める式や言葉

② 果汁の量が６倍になると飲み物の量も６倍になることを用い

て，果汁の量が180mLのときの飲み物の量を求める式や言葉

＜過去の調査問題＞

＜無解答率＞

・４．２％

＜正答例＞ 果汁の量は，180÷30＝6で，６倍になっています。果汁の量が６倍になると飲み物の量も６倍になるので，飲み物の量は，100×6

で600mLになります。

本課題の改善策については，Ｐ１７へ



-７-

(６) 中学校数学 （全１４問）

ＡＳ

７(1) コマ回し大会で使用するコマをヒストグラムの特徴を基に選び，選んだ理由を説明する【データの活用】

◇相当数の生徒ができている設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

２ 連立二元一次方程式 を解く【数と式】〔72.6〕

５ 容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選ぶ【データの活用】

５ 容器のふたを投げたときに下向きになる確率を選ぶ【データの活用】

＜正答の条件＞
二つのヒストグラムを比較して，次のことについて記述しているもの。

・アを選択した場合
次の(a)，(b)，(c)のいずれかについて記述している。

(a)コマＡの５５秒以上（又は６０秒以上，又は６５秒以上，又は７０秒以上，又は７５秒以上）の各階級の度数の合計が大きいこと。又は，コマＢの

５５秒以上（又は６０秒以上，又は６５秒以上，又は７０秒以上，又は７５秒以上）の各階級の度数の合計が小さいこと。

(b)コマＡの５５秒未満（又は６０秒未満，又は６５秒未満，又は７０秒未満，又は７５秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が小さいこと。又

は，コマＢの５５秒未満（又は６０秒未満，又は６５秒未満，又は７０秒未満，又は７５秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が大きいこと。

(c)コマＡの最大値が大きいこと。又は，コマＢの最大値が小さいこと。

・イを選択した場合
次の(d)，(e)，(f)のいずれかについて記述している。

(d)コマＢの５０秒以上（又は４５秒以上，又は４０秒以上）の各階級の度数の合計が大きいこと。又は，コマＡの５０秒以上（又は４５秒以上，又は

４０秒以上，又は３５秒以上，又は３０秒以上）の各階級の度数の合計が小さいこと。

(e)コマＢの５０秒未満（又は４５秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が小さいこと。又は，コマＡの５０秒未満（又は４５秒未満，又は４０

秒未満，又は３５秒未満，又は３０秒未満）の各階級の度数の合計（累積度数）が大きいこと。

(f)コマＢの最小値が大きいこと。又は，コマＡの最小値が小さいこと。

◆課題の見られた設問 ※〔 〕内は，本市の平均正答率

１ 42を素因数分解する【数と式】〔36.5〕

７(1) コマ回し大会で使用するコマをヒストグラムの特徴を基に選び，選んだ理由を説明する【データの活用】

８(2) 目標の 300kgを達成するまでの日数を求める方法を説明する【関数】〔34.8〕

９(2) ∠ABEと∠CBFの和が 30°になる理由を示し，∠EBFの大きさがいつでも60°になることの説明を完成する【図形】〔10.6〕

正答率
80.9％

正答率
38.6％

2x＋y＝1

y＝x＋4

＜無解答率＞

・１.４％

＜小学校からのつながり＞
・データの特徴や傾向に着目し

て，代表値などを用いて問題

の結論について判断するとと

もにその妥当性について批判

的に考察する力（小６）

＜中学校で身に付けさせたい力＞
・目的に応じてデータを収集し

て分析し，そのデータの分布

の傾向を読み取り，批判的に

考察し判断する力（中１）

９年間の視点

＜正答の条件＞

・イと解答している。

＜正答例＞
〈アを選択した場合〉

・コマＡの回った時間の方がコ

マＢの回った時間より５５

秒以上の階級の度数の合計

が大きいので，コマＡの方が

より長い時間回りそうなコ

マである。だから，コマ回し

大会ではコマＡを選ぶ。

〈イを選択した場合〉

・コマＢの回った時間の方がコ

マＡの回った時間より５０

秒以上の階級の度数の合計

が大きいので，コマＢの方が

より長い時間回りそうなコ

マである。だから，コマ回し

大会ではコマＢを選ぶ。

本課題の改善策については，Ｐ１６へ
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